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「
可
能
性
を
求
め
て
」

（
第

二
十

七

回

）

先

日

、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
知

的

障

害
者

の

楽

団
が
来

日

し

た

。
徳

島

の

コ
ン
サ
ー
ト
で

、
人

々
に

感

銘

を
与

え
た
素
晴
ら
し
い
バ
イ
オ
リ
ン

演
奏
。
養
護
施
設
や
バ
イ
オ

リ

ン

教

室

の

子

供

達

も

一

緒

に

合

奏

し

、
交

流

会

で

も

心

が

触

れ

合

え

た

。

言

葉

の

壁

を

越

え

人

生

を

豊

か

に

す

る

音

楽

の

パ
ワ

ー
に

、
目

頭

を

押

さ

え

る

聴

衆

や

家

族

、
ス

タ
ッ

フ

も

少

な

く

な

か
っ
た

。

さ

て

、
今

話

題

の

映

画
「

啓
一
の（
エ

イ

ブ

ル
）
」

を

、
東

京

で

観

る

こ

と

が

で

き

た

。
昨

年

、
毎

日

映

画
コ
ン
ク
ー
ル
記
録
文
化
映

画
賞
を
受
賞
し
た
も
の
。
１９

歳

ダ

ウ
ン

症

、
１７

歳

自

閉

症

の
二

人

の

少

年

が
、
日

本

を

離

れ
て
ア
メ

リ
カ
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
人

々
と

交

流

し
成

長
し
て
い
く
姿

を

追
っ
た

ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ

ー
だ

。
言

葉

も

習

慣

も

違

う

外

国

で

、
二

人

は

そ

れ

ぞ

れ
の
可

能
性
を
広
げ
て
い
く
。
周
囲
の
社
会

の
暖
か
い
ま
な
ざ
し
が
印
象
深
い
。

音
楽
に
合
わ
せ
て
即
興
で
踊
る
場
面

で
は
、
素
直
な
心
や
生
命
の
息
吹
が

感
じ
ら
れ
た
。
あ
り
の
ま
ま
で
自
然

な
描
写
が
感
動
を
呼
ぶ
。「
障
害

者

は
で

き
な
い
の
で

は
な

い
。

社

会

が

彼

ら

を

で

き

な

い

と

思
っ
て

、
で

き

な

く

さ

せ
て
い
る
の

だ
」
と

。

本

映

画

は

通

常

の

興

行

制

作
で
は

な
く

、

１

万

人

以

上

の

募

金

で

作

ら

れ

た

も

の

。

原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、

障

害

者

の

日

常

ス
ポ

ー
ツ
活

動

を

支

援

す

る
ス
ペ
シ

ャ
ル

オ
リ

ン

ヒ
ッ
ク
ス
日

本
で

あ
る
。

徳

島

で

も
「
ｇ

一
の
」
を

上

映

す

る

会

実

行

委

員

会

が
組

織

さ

れ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が

東

奔

西

走

し

て

い
る
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 ‐
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６

１
 ４

）

０

８

月

６

日

か

ら

１ １

日

に

か

け

て

阿

南

、
北

島

、

脇

町

、

徳

島

で

の

試

写

会

が

決

定

さ

れ

た

。

可

能

な

限

り

こ

の

映

像

と

感

動

が

広

く

届

い

て

ほ

し

い

。
（

医

学

博

士

・

内

科

医

師

）
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